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は じめ に




早稲田大学国際部では,・前年度(19胆 年9耳 ～1ggq年6月)r導 の二一
ズ調 査 を 行 っ た。 これ らの 二一 ズ調 査 の 主 目的 は,学 生 の言 語 行 動 の 実 態
を把 握 す る目こ と に よ り,国 際 蔀 にお ける コー ス デザ イ ン の た め の シ ラ バ
ス,特 に新 教 科 書 作 成 の資 料 とす る こ とで あ る。 本稿 は,以 上 の二 一 ズ 調
査嚇 果琴 とめ分髄 試み漏 のである寿鼠詠 り魯 調査方瀧 探.蘇
めにも同様の調査を試み られた他機関からのご助言,ご 教示を期待 し発表
することにした。
1.調 査対象学生のプロフィール
調査の対象となった学生は アメリカの協定校からの学生 を中心 に105
名,'平 均年齢20歳 の学部学生である。 専攻(副 専攻を含む)は アジア研究
1)参 考文献1参 照
一231一
と ビジ ネ スが それ ぞれ 約25%,社 会 科 学19%,日 本 語16%,理 工 系10%
な どで あ る,来 日時(9月)の 日本 語 力 は ほ とん どぜ ロが2,3名,そ の 他 の
学生は学習歴が数週問からヂ年,南 姿.ヤ'は日本での成育歴ラ教育歴のある
もの まで さ ま ざ まで あ った 。1学 期 目(秋 学 期)に 学 生 は 」2(初 級 初 期),」3
(初級 中期),J4(初 級 中期),J5(初 級 後 期),J5A(初 級 後 期),」6(中 級 初 期)
の6レ ベ ル に振 り分 け られ た。(以下,J2,J3_.と あ るの は この レベ ル を
才旨して い る)
留学 翔 間1ま10廟 月,毎 目90分 の 日本 語 授業 と平 行 して 英 語.に よ る 日
本,ア ジ ア に関 す る講 義 も受講 す る。 この 問原 則 と して全 員 が ホ ー ム ス テ
イ を して い る。
∬.調 査の概要
本稿で取 り上ザき調査の調査時勤,調 査対象者お季び調葺方法などllま取
の とお りで あ る。
調 査1(1989年!1月 実 施)
調 査2(1990年6月 実 施)
調 査3(1989年12月 難)







ア ンケ ー ト調 査(英 語 〉
ア ンケ ー ト調 査(芙 語)
ア ンケ ー ト調 査
イ ン タ ビ ュ}調 査
イ ン タ ビ 土一 調 査
国際部では従来,コ ース開始前 に学生対象のレディネ玄調査を行ってき
拶 高 堺 二一奉 撰 するには不寒全軸 の嫡 る・尊嘩 め誰 記
の調 査 を 実 施 した わ けで あ るが,二 一 ズ は可 変性 を持 つ2〕とい う観 点 か ら,
学 生 を対 象 と して コー ス開 始 後 と終 了 直 前 の2回 調 査 を 行 い,二 一 ズ領 域
の 把握 と同時 に変 化 に も注 目 した。 具 体 的 に は場 面,.機 能,ト ピ.ック の3
つ の面 か らの調 査 を試 み た。 さ ら に,学 習 者 側 か らの 二 一 ズだ サで な く受









学生が利用 したと思われる17の 場所を取 り上げ距利用度艮び困難度(利
用 したとき言誰上の困難があるか.∠あったか)塗調べ準。下図は,1学 期か












































目①.パ タ ー ン(a)は,利 用 度 が1学 期1』3学 期 ど もに商 い がジ 困難 度 は
1学 期 か ら比 較 的 低 く,3学 期 は さ らに低 く な る。個 人 商店,郵 便
局,駅,デ パ ー ト,バ ス とい っ た揚 所 は1「 ～ を 下 さい」な どの単 純
な表 現 の使 用 で必 要 が満 た され る ご とが多 い こ と,日 常 的 に繰 り返
し利 用 す る こと な ど に よる と恵 わ れ目る。・
② パ タ ー ン(b)'ほ ジ利 用 度 が1学 期 が ら3学 期 に か け七高 くな るが》
困難 度 は 一 貫 して低V㌔.、
③ パ タ ー ン(c)は,利 用 度 が(a)と 同 様1学 期,3学 期 と も に高 い が,
困難 度 も一 貫 して高 い、 銀 行 ・・レス トラ ン とい っ た揚 所 は語 彙 や 表
曳 が難 し ぐ,文 字 の闘 題 もあ る こ と,巨 常 的 にそ れ ほ ど繰 り返 し利
用 しな い こ とな ど によ る と思 わ れ る。
④ パ タ 」 ン(d)は,利 用 度1が(b〉 と同 様1学 期 か ら3学 期1「か けて
高 くな り,困 難 度 も高 くな る。 美 容 院 や 医 院 とい っ た揚 所 に は,(c)
と共 通 の閥 題 が 覇 るた め 孝思 わ れ 翫
⑤ 斗つ のパ ター ンに 当 て は ま らな 硫.も の に 旅 行 社,.不 動 産 屋 が あっ
た。 旅 行 社 は1学 期 か ら3学 期 にか けて利 用 度 が 高 くな った ぶ,困
難 度 はr貫 して高 か った 。.ま た不動 産 屋 は1目学期,3学 期 ともに利
用 度 が非 常 に低 か っ た5こ れ はジ ほ とん どの学 生 が ホ ー ム ス テ イを
して い る た め で あ る。
⑥ レ・ミル 別 に見 る と,」2.と 」3の ク ラス で は1学 期 よ り3学 期 の ほ う
が 困 難 度 が高 くな る傾 向 が 見 られ た。 これ は学 習 が進 む に つ れ て新
しい 二一 ズ が生 ま れ て きた こ との一gの 例 で あ る。
Bタ ス ク の達 成・ 、,.
上 記Aの 場所 につ い て34の 項 目(以 下 タス グ と呼 ぶ 〉・を取 軌 皐げ,調
査1,調 査2で そ れ ぞ れ 下 記 の 主う な調 査 を 行 った。
.(1)..タ.ス ク の達 成 にか か わ る 二、一 ズ....
調査1で は,そ れ ぞれ の タス ク につ い て,国 際 部 の学 生 が 日本 で暮.らす
一234一
うえで必 要 だ と思 うもの を選 ばせ た 。 表1は,ど の よ うな タ ス ク ヘ の 二 一

















駅で プラッ トフォームや電車 について尋 ねる
電車の路線 図や運賃表を読 む
銀行で 口座 を闘 くために銀行員 と話 す
レス トランで注文ナ る
美容院(理 容院)で 希望の外 アスタイル などを説明す る
レス トランで何か を頼んだ り文句 を言 った りす る
レス トランでテーブルを頼 む
ワンマ ンカーの運転 手に料金 の払 い方 を尋 ねる
旅 行案 内パ ンフレッ トを読む
個人商店 やデパ ー トで配達 を頼 む
(2)困 難 の解消
調査 年では㌧.困離の解哨につ吟て(a)い ま窄1;マ きない項 目一 困難
が 解 消 され て い な い もの一(b)1学 期 に はで き な か っ た が,3学 期 に は
で き る よ うにな っ た項 目一 困難 が解 消 され た もの一.(F)最 初 か らで
きた項 目一 困 難 のな い もの一 の3っ に分 けて 調 べ た。 表2は,(a)》
(b),(c)そ れ ぞ れ の 上 位5つ を示 した もの で あ る。
(a)・困難 が解 消 紘 な か?た タス ク1繊 行 砺 面 に 多.く
.シ』.2餌4位 ・
5位 を 占 め て い る9こ の 結 黒 は,1-Aの 結 果 とも}致 して い るピ
(1-A一 ③ 、.参照).
な お,軽 位 に 「レス トラ ンで 何 か を頼 ん だ り文 句 を言 っ た りす る」,
7位 に 「レ ス トラ ンで メニ ュ ー を読 む」 が入 ってお り,こ れ も1-A
の結 果 と一 致 す る。
(b)困 難 が解 消 され た タ ス ク は,駅 や バ ス.の場 面 に多 く,1位 か ら5位
ま で を 占 め て い る。(1-A一 ① 参 照)





































旅行案 内パ ンフ レッ トを読む
銀行 で手続 きのた めに7オ ー ムに記入す る
美容院(理容院〉で希望のヘア スタイルな どを説明す る
目銀 行でキャ.ッシングマシンの指示 を読 む
銀 行で 口座 を開 くた めに銀行員 と話す
駅で路線 図や運賃表 を読 む
駅で アナ ウンスを理解す る..
駅で券売機や他 φサイ ンを読 む
バ スの中のアナ ゥンスを理解 する
バ ス停の標識 を読 む ・..
レス トランで席 奪頼 む
デパ ー トで売 り揚 を聞 く.
レス トランで代金 を払 セ、,.勘定が正 しいか どうかを確 か誇る
デパ ー トで試着す る目
駅 でプラッ トフォームや電車 について聞 く
略 の が 多 い。 この よ うな タ ス ク の揚 合 は,一 度 表 現 を学 習 す れ ば 困
難 は な くな る と言 え よ う目。"目
2.機 能 に か かわ る出 一 ズ'
A二 」 ズの・あ る機 能項 自
こ こで は,学 生 がホ ー ム ステ イ先 で 使 う と思 わ れ る機 能 に関 す る項 目を
選 び,学 生 に とっ て必 要 なも の ボ何 で あ るか を調 べ た 占調 査1で は国 際 部
の学 生 と しで 必 要 だ と思 うもめ を14項 目の 中 か ら す ぺ て 選 ぱせ たが,調
査2で は 「自分 に とっ て必 要 だ と思 う項 目を5つ 以 内選 べ 」'とい う聞 き方
にか え た。 こ の変 更 は ど め項 目 が二 」 ズ が高 い か を しぼ りこむ た め に有 効
で あ る と考 え た ため で あ 軌 調 香2で は謎 査1の 項 目 の ほか にhonori丘c
language(以 下 「丁 寧 な言 い 方 」 とす る)とfami1玉arsp6εch(以 下 「くだ






























依頼す る/誘 い を受 け る/断 わる
体 の不調 を告 げ る/意 見 を述 べる
.人 を誘 う

















日本語 で面接 を受 け る/電 話で伝 言 をの こす
調 査1と 調 査2で は調 査 内 容 が少 し異 な るた め に単 純 な比 較 は で き な い
が,上 の表1と 表2か ら,次 の こ とが言 え よ う。
① 調 査1で は最 も二 一 ズが高 か っ た の が 「くだ けた 言 い 方 で 話 す 」で,
最 も 二一 ズが 低 か った の は 「丁 寧 な言 い 方 を理 解 す る」,つ い でrT
寧 な言 い 方 で 話 す 」で あった 。「くだ けた言 い方 」へ の 二 一 ズ と 「丁
・寧 な言 い 方 」 へ の 二 一 ズ が両極 端 な表 われ 方 を した。
② 調 査2で は調査1の 結 果 とは 逆 にrT寧 な言 い 方」目へ の 二 一 ズ が 高
か っ た(2位,4位 〉。 さ らに,1,3,5位 の項 目 もい わ ゆ るr敬 語 」
が 必 要 な もの と 考 えれ ば,敬 語 へ の 二 一 ズ が 非 常 に 高 い と 言 え よ
う。
③ レベ ル別 にみ る とシ レベ ル が 高 くな る につ れ て 「敬 語 」 へ の 二 一 ズ
が高 くな る傾 向 にあ る。例 え ば,J2,J3で は上 位5う の な か にr敬
一237一
語」 に関 す る もの は 「日本 語 で 面 接 を受 け る」 しか入 っ て い な い 。
と と ろが,J4よ り上 の レベ ルで は,上 位5っ の 億 とん どが 「敬 語 」
に関 す る もの で あっ た。 ま た,同 じ レベ ル で もゲ調 査1よ り調 査2
の ほ うが,「 敬 語 」 へ の 二 一 ズ が高 か った 。 つ ま 窮 学 習 炉す す む
につ れ て 「敬 語 」 へ の 二 一 ズ が高 ま る と言 え よ う。
④ 調 査1で は上 位 に入 らな か っ た 「人 に道 順 を 聞 き,・ま た そ れ を理 解
す る」(6位)が,調 査.2で は 玉位 に な っ た。
⑤ 調 査1で は2,3,ヰ ・5位 融 「許 可 を得 る」 「手伝 い を 申 し出 る」 な
どの よ うに単 純 なや りと りで で き る項 目が 上 位 を 占 め た の に 対 し
て,調 査2で は1位 か ら5位 の項 目 のな か か ら単 純 な や り と りの も
の がす べ て な くな って い る。 こ れ は 一 文 発話 的 な 機 能 か ら対 人 的,
談 話 的 な機 能5!へ とF一 ズが 移 行 して き た こ とを 表 わ して い るの で
は ない か。
B困 難 の解 消
調 査2で は困 難 の解 消 につ い て1-B一(2)と 同様,(a)困 難 が解 消 され
て い な い ものシ(b)困 難 が解 消 され た もの,(c)困 難 の ない も め,の3っ
に分 けて 調 べ た。表3は(a),(b),(c)そ れ ぞ れ の 上 位5っ を示 した もの で
あ る。
(a)一① 困難が解消 されなかった項 目は1位 か ら千位まですべて 「丁寧
な言い方」に関するものである。
② 困難炉解消 されなかった項 目の5位 は,「 電話で相手の伝言を
聞 く」.で初 た・こ騨 電話での聞き即 が・物脚 にふつ う
の聞 き取 りよりも難 しい と同時にrT寧 な言い方」で情報を得
なくてはいけないためであろう。
(b)困 難が解消 された項 目の上位2,3位 は 「くだけた言い方」 で
あった。一般に困難が解消 される理由は大きく分けて2つ 考え




































家庭 で くだけた言 い方 で話す
家庭での くだけた言 い方 を理解す る1人 に道順 を聞 き,ま
たそれ を理解する





依頼 を受 ける/断 る
タクシーの運転手に道順 を告 げる/体 の不調 を言 う
に困 難 が解 消 され て い く場 合 と教 室 で 学 習 す る こ と に よ り解 消
され て い く場 合 で あ る。 「くだ けた 言 い 方 」 に関 し て 言 え ば ・
「教 室 で 学 習 した」 とい うよ りは 学校 生 活 お よび 家 庭 生 活 の な
か で経 験 的 に学 習 した と考 え られ る。
(c)困 難 の な い項 目 はや は り単 純 な や りと りだ けの もの が 多 い。 つ
ま り,あ る ひ とつ の文型 を 覚 え れ ぱ意 志 伝 達 が で き る もの で あ
る。 これ らの項 目 は一度 教 室 で学 習 ず れ ば,比 較 的 容 易 に 困難
が解 消 され るの で あ ろ う。
3.ト ピ ック にか か わ る二 一 ズ
調 査2で は 学 生 が 関 心 を も ちそう な36の トピ ック につ い て 「目本 語 ク
ラ スで 取 り上 げ て ほ しい もの は どれ か」 とい う聞 き方 で 二 一 ズ を 調 べ た。
表4は 上位14項 目(50%以 上 の学生 が 関心 を もつ と した項 目)で あ る。
一 方






































業 な どが低 か った。 ビジ ネ ス,経 済 は50%に 近.かった 。
全 般 に学 生 の専 攻 に 関 す る もの よ 鉱 目本 の生 活 ・ 習 慣 ・ 文 化 的 背 景 と
な る もの に関 心 が強 い が,こ れ は 日本 語 で 講 義 を受 講 しな い こ と,ホ ー み
ステ イ を して.いる こ と と無 関係 で は ない と思 われ る。
..
、1V.日 本人対象の調査.
IIで 述べたように,.わ れわれは学生の対話相手である目本人 に対する
調査 も次 の場面で行 った。
1。 事務所,図 書室
事務職員,図 書室司書に対するインタビュー調査では,そ れぞれの揚で,
(a).よ く問い合わせた り依頼 してくる事柄,(b)職 員が必要と思 う表現,
(C)頻 度の高い表現上の闘題(誤 用など)について聞いた。結果 は次 のとお
りである。
A事 務所の場合
a)科 目登録 単位数.ク ラブ 学割 の申請 証明書の申請 タイプ




c').貸 シ テモ イ イ デ ス カ(貸 ス,借 リル の 誤 用 〉目ス ミ マ セ ン デ ス ガ
敬 語 オ 解 の誤 用 単 語 だ け言 う 帰 国 が近 づ く と英 語 が多 くな
る
B図 書室 の 揚 合
a)日 米 の分 類 法 の違 い 他大 学 の図 書 館 利 用目 貸 し出 し期 問 罰 金
制度 福 祉 環 境 女性 の地 位 老 人 問題 ビ ジ ネ ス目 宗 教 哲
学(文 化,文 学,歴 史 へ の関心 は減 少)
b)～ ヲ調 ベ タイ ンデ ス ケ ド ～ トイ ウ本 ハ ア リマ ス カ・
C)解 テ ク ダ サ イ の か わ りにク ダサイ を使 う(～ テ が使 えな い)単 語
だ け言 う 英 語 が で きる職 員 には英 語 で話 しか け る 芙 単 語 が入
る
2.ホ ー ム ス テ イ先
生 活 を と もに す る 日本人 家庭 の母親 に対 す る調 査3の 内容 は 多岐 に わ た
って い た が,こ 導で は 「学 生 の 日本 語 」 に関 して の回 答 や コ メ ン トの な か
か ら特 徴 的 な もの を2っ 取 り上 げ る こ と にす る。
A)「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 円滑 にす るた め に 学 生 た ち に 知 って い て ほ
しい 表現 ・機 能」 で 上位5位 は
1位 あ とで お 礼 を言 う ・謝 ま る2位 使 い 方 を聞 く3位 都
合 な どを 聞 く・ ヰ位 帰 宅 時問 や 予 定 変 更 な どを知 らせ る5位
い ろ い ろ な挨 拶 を言 う ・依 頼 す る
で あ った。
B〉rT寧 な言 い方,く だ け た言 い 方」 に つ い て は}学 生 にrT寧 な言
い 方 を 知 って い て ほ しい」 と した 日本 人 の 母親 は回 答 者 数65名 の うち29
名(45%),「 くだ け た言 い方 を知 って い て ほ しい 」 と した の は18名(28%〉
で あっ た。 こ れ は学 生 対 象 の 調査1で 出 た結 果(3-A参 照)と 対 照 的 な
結 果 と蚕 った 。(調 査2で 調 査1よ りhomτi丘cspeechに 関 す る質 問 を多
く した の は この違 い に着 目 した た めで あ る。 また 本 稿 で は取 り上 げ な か っ
た が,7月 に 行 った 日本 人 家 族 対象 の ア ンケ ー トで学 生 の話 し方 の丁 寧 度
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につ い て 調 査 を試 み た の も同 じ理 由 か らで あ る。 これ につ いて は別稿 で 扱
いた い と、思 う。)
V。 今 後 の課 題
以 上,・国際 部 の学 生 の 二 一 ズ の傾 向 をみ て きた 。 こ こで は,そ こか ら得
られ た結 果 を どの よ うな観 点 か ら授 業 や 教 材 に反 映 させ る か,調 査 方 法 の
閉題 点 は何 か な ど,今 後 の研 究 と実 践 に かか わ る課題 につ いて 触 れ る。
今 回 の調 査 の主 目的 で あ る 「教 材 へ の反 映 」 を考 え る と,ど の時 期 に ど
うい う形 で学 生 の 二 一 ズ を満 た す の がい い か,が 最 大 の ポ イ ン ト と な ろ
う。 そ の た め に,タ ス クや 機 能 項 目を分 類 す る必 要 が あ ろ う。 まず,二 一
ズが学 習 の早 い 時期 に現 わ れ る もの と遅 く現 わ れ る もの・ 一 文 発 話 的 な簡
単 な もの と談 話 的 な もの,さ ま ざ まな揚 面 に共 通 の語 彙 を使 っ て い る もの
と特 定 の語 彙 を使 って い る もの,対 人 的 要 素 の強 い もの と弱 い もの,話 す
こ と ・聞 くこ と だ け が要 求 され る もの と読 む こ と ・書 くこ とが要 求 され る
もの な ど,調 査 で 得 られ た結 果 を分 類 ナ る こ とか ら始 め る必 要 が あ る。 次
に,こ れ ら分 類 した場 面 や機 能 を 「新 教 科 書 」 の 中 に配 置 す るか・ あ るい
は 「モ ジ ュー ル教 材 」嚇 と して用 意 して い くか,な ど見極 め る必 要 が あ る。
また,道 順 の例(III-2-Aの 表2〉 な どに み る よ うに,シ ラバ ス編 成 に
際 して,受 容言 語(receptivelanguage)と 発 衰 言 語 〔productiveIanguage)
とい う観 点 も十 分 考 慮 に入 れ な けれ ぱな らな いで あ ろ う。目
次 に,「 調 査 方 法 の問 題 点 」 につ いて 考 えて み た い。 は じ めて行 った 二
一 ズ調 査 とい うこ とも あ り
,い くつ か反 省 す べ き点 が あ った。 調 査 実 施 の
時期 と回 数 は適 当で あ っ た か,調 査 方法(ア ン ケー ト方 式)お よび 質 問 の し
方 は適 切 で あ っ た か,用 語 は正 し く理 解 され たか 〔例 え ば7honori飾1an・
guage,familiarspeech〉 捻 どで あ る。 今後 の調 査 へ の 教 訓 と し たい。
こ の一 連 の調 査 は・ 新 教 科 書作 成 の た めに・ す べ て の レベ ル の学 生 に共
6)参 考文献5,7参 照
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通 の 二 一 ズ を明 らか にす る 目的 で 行 った 。 今 後 は,ク ラ ス単 位,遁 単 位 濠
どのきめ細恥な調査および教師に対する調査を実施していくことも考えら
れ よ う。 なぜ な ら ば,二 一 ズ調査 は学生 の 二 一 ズ を も と に何 を教 え る か を
単に特定するためだけのものではなく,学 習者,教 師双方の二一ズの意識
化をうながし」学生に対 しては学習の動機を高める働きを,教 師に対 して
は授業への内省の機会をもたらすと思われるか らである。
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